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言
シ
テ
（
太
郎
冠
者
）　
山
本
泰
太
郎

終
演
予
定
　
午
後
八
時
五
十
分

ワ
キ
ツ
レ
（
判
官
ノ
従
者
）　
梅
村
　
昌
功

前
後
之
替

附
　
子

令
和
五
年
九
月
五
日
（
火
）　
午
後
五
時
四
十
五
分
開
演

能
『
半
蔀
』

　『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
に
描
か
れ
た
都
五
条
あ
た
り
で
の
光
源
氏

と
夕
顔
の
出
会
い
と
、
夕
顔
の
源
氏
へ
の
思
慕
を
、
二
場
に
脚
色

し
て
い
ま
す
。

　
紫
野
雲
林
院
で
夏
の
あ
い
だ
座
禅
修
行
を
し
て
い
た
僧
が
、
修

行
の
終
わ
り
に
当
た
っ
て
仏
に
供
え
た
花
々
の
中
か
ら
色
よ
い
花

を
選
び
立
花
供
養
を
行
っ
て
い
る
と
、
黄
昏
ど
き
に
目
の
前
で
白

い
花
が
開
き
ま
す
。
僧
が
思
わ
ず「
何
の
花
を
生
け
た
の
だ
っ
た
か
」

と
つ
ぶ
や
く
と
「
三
世
の
仏
に
花
を
捧
げ
た
い
」
と
言
い
つ
つ
白

い
花
を
手
に
し
た
里
女
が
現
れ
て
、「
そ
れ
は
夕
顔
」
と
教
え
花
陰

に
消
え
ま
す
。
里
女
は
、
実
は
光
源
氏
に
愛
さ
れ
た
夕
顔
君
の
亡

霊
で
し
た
。
や
が
て
古
の
姿
を
思
い
出
の
半
蔀
屋
の
中
に
現
し
た

夕
顔
君
は
、
源
氏
と
の
馴
初
め
と
儚
い
別
れ
を
回
想
し
、
優
美
な

舞
を
舞
っ
て
消
え
て
い
き
ま
す
。

狂
言
『
附
子
』

　
附
子
は
ト
リ
カ
ブ
ト
と
い
う
植
物
の
根
か
ら
採
っ
た
毒
物
の
こ

と
で
す
。

　
外
出
す
る
主
人
は
太
郎
冠
者
・
次
郎
冠
者
に
壺
を
預
け
、「
中
に

は
附
子
が
入
っ
て
い
る
。
吹
く
風
に
当
た
る
だ
け
で
滅
却
（
死
ぬ
）

す
る
猛
毒
だ
」
と
脅
し
た
上
で
、
よ
く
見
張
り
を
す
る
よ
う
言
い

つ
け
て
出
か
け
ま
す
。
は
じ
め
は
戦
々
恐
々
と
し
て
遠
く
か
ら
壺

を
見
て
い
た
二
人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
怖
い
も
の
見
た
さ
の
思
い

が
募
っ
て
、
何
と
か
中
を
覗
こ
う
と
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

　
二
人
が
首
尾
よ
く
壺
の
中
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

見
て
の
お
楽
し
み
で
す
。

能
『
船
辨
慶
』
前
後
之
替

　
兄
の
源
頼
朝
と
不
仲
に
な
っ
て
、
源
義
経
は
西
国
で
再
起
を
図

ろ
う
と
し
、
武
蔵
坊
弁
慶
た
ち
と
摂
津
国
大
物
浦
か
ら
船
出
す
る

様
子
を
二
場
で
描
き
ま
す
。

　
は
じ
め
は
船
出
前
。
義
経
は
密
か
に
愛
人
の
静
御
前
を
伴
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
弁
慶
が
制
止
。
静
は
涙
な
が
ら
に
別
れ

の
舞
を
舞
い
、
義
経
と
の
再
会
を
願
っ
て
都
へ
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

　
や
が
て
船
が
海
へ
乗
り
出
す
と
、
は
じ
め
は
穏
や
か
だ
っ
た
海

が
急
に
う
ね
り
だ
し
て
大
時
化
と
な
り
、
義
経
た
ち
を
翻
弄
し
ま

す
。
時
化
は
壇
ノ
浦
で
滅
ぼ
さ
れ
た
平
家
の
仕
業
で
し
た
。
平
家

の
総
大
将
平
知
盛
の
怨
霊
が
義
経
た
ち
に
襲
い
掛
か
り
ま
す
。

　
前
シ
テ
静
御
前
と
後
シ
テ
平
知
盛
と
い
う
全
く
違
っ
た
役
柄
を
、

一
人
で
演
じ
分
け
る
の
が
大
き
な
見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
演
目
の
あ
ら
す
じ
】

番
　
　
組

子
方
（
判
官
源
義
経
）　
坂
　　
　
子

能

半
　
蔀

間
（
所
ノ
者
）　
山
本
泰
太
郎

笛
　
　
一
噌
　
隆
之

大
鼓
　
柿
原
　
孝
則

小
鼓
　
鵜
澤
洋
太
郎

遠
藤
　
喜
久

桑
田
　
貴
志

後
見

中
森
健
之
介

奥
川
　
恒
成

小
島
　
英
明

佐
久
間
二
郎

奥
川
　
恒
治

永
島
　
　
充

中
所
　
宜
夫

鈴
木
　
啓
吾

地
謡 

ワ
キ
（
僧
）　
　
　
　
　
舘
田
　
善
博

前
シ
テ
（
里
女
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後
シ
テ
（
夕
顔
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前
シ
テ
（
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後
シ
テ
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知
盛
ノ
怨
霊
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能

船
辨
慶

間
（
船
頭
）　
　
山
本
　
則
孝

笛
　
　
一
噌
　
隆
之

大
鼓
　
柿
原
　
弘
和

小
鼓
　
鵜
澤
洋
太
郎

奥
川
　
恒
治

永
島
　
　
充

後
見

石
井
　
寛
人

金
子
仁
智
翔

中
森
健
之
介

桑
田
　
貴
志

鈴
木
　
啓
吾

小
島
　
英
明

遠
藤
　
喜
久

佐
久
間
二
郎

地
謡 

ワ
キ
（
武
蔵
坊
弁
慶
）　
宝
生
　
常
三

能
楽
評
論
家
　
　
児
玉
　
信

は
じ
と
み

ぶ
　
す

ふ
な
べ
ん
け
い

ぜ
ん 

ご 

の 

か
え

演
目
の
解
説

児
玉
　
信
（
能
楽
評
論
家
）

ア
ド
（
主
人
）　
　
　
若
松
　
　
隆

ア
ド
（
次
郎
冠
者
）　
山
本
凜
太
郎

坂
　
真
太
郎

森
常
好
改
メ

太
鼓
　
小
寺
真
佐
人

観
世
　
喜
正


